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キレイなキレイなキレイなキレイな女優女優女優女優２２２２人人人人にににに注目注目注目注目するのはするのはするのはするのは当然当然当然当然だがだがだがだが、、、、本作本作本作本作ではカズオ・イシグロのではカズオ・イシグロのではカズオ・イシグロのではカズオ・イシグロの原原原原

作作作作にもにもにもにも注目注目注目注目！！！！タイトルからはタイトルからはタイトルからはタイトルからは何何何何のののの映画映画映画映画かかかか全全全全くわからないがくわからないがくわからないがくわからないが、、、、本作本作本作本作のキーワードのキーワードのキーワードのキーワード

はははは「「「「提供提供提供提供」」」」とととと「「「「終了終了終了終了」。」。」。」。さてさてさてさて、、、、あなたはどのあなたはどのあなたはどのあなたはどの段階段階段階段階でそれにでそれにでそれにでそれに注目注目注目注目？？？？    

厳格厳格厳格厳格なななな管理下管理下管理下管理下にあるにあるにあるにある寄宿舎寄宿舎寄宿舎寄宿舎でででで子供時代子供時代子供時代子供時代をををを送送送送るるるる「「「「仲良仲良仲良仲良しししし３３３３人組人組人組人組」」」」がががが背負背負背負背負ったったったった運運運運

命命命命はははは過酷過酷過酷過酷だがだがだがだが、、、、子役子役子役子役たちのたちのたちのたちの見事見事見事見事なななな演技演技演技演技にににに拍手拍手拍手拍手！！！！しかしてしかしてしかしてしかして、、、、映画鑑賞後映画鑑賞後映画鑑賞後映画鑑賞後のあなたのあなたのあなたのあなた

のののの人生観人生観人生観人生観のののの変化変化変化変化はははは？？？？    

────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    * * * * ────────────    

■■■■□□□□■■■■専専専専らららら、、、、私私私私のののの興味興味興味興味はキレイなはキレイなはキレイなはキレイな女優女優女優女優２２２２人人人人だったが・・・だったが・・・だったが・・・だったが・・・■■■■□□□□■■■■ 

 『プライドと偏見』（０５年）で主役の次女役を演じたキーラ・ナイトレイは、その美し

さが際立っていた（『シネマルーム１０』１９８頁参照）。他方、キャリー・マリガンは、

みずみずしい女子高生役がピッタリだった『１７歳の肖像』（０８年）で、見事にアカデミ

ー賞主演女優賞にノミネートされた（『シネマルーム２４』２０頁参照）。このキャリー・

マリガンは四女役を演じた『プライドと偏見』ではあまり目立つ存在ではなかったが、本

作では立場が逆転し、キャリー・マリガンの方がキーラ・ナイトレイより重要な役回りを

演じている。 

 私はそんなことを全く知らないまま、キレイな女優２人が出演することに惹かれて「こ

れは必見！」と思って観に行ったのだが、ストーリーが始まると同時に私のそんなやじう

ま根性は消失。カズオ・イシグロ原作の、何とも重苦しいテーマにビックリ。 

■■■■□□□□■■■■仲良仲良仲良仲良しししし３３３３人組人組人組人組はははは、、、、どこでどこでどこでどこで子供時代子供時代子供時代子供時代をををを？？？？■■■■□□□□■■■■ 

わたしをわたしをわたしをわたしを離離離離さないでさないでさないでさないで    
2010201020102010年年年年・・・・イギリスイギリスイギリスイギリス、、、、アメリカアメリカアメリカアメリカ映画映画映画映画    

配給配給配給配給／／／／２０２０２０２０世紀世紀世紀世紀フォックスフォックスフォックスフォックス映画映画映画映画    

111105050505分分分分    

2012012012011111（（（（平成平成平成平成22223333））））年年年年3333月月月月7777日鑑賞日鑑賞日鑑賞日鑑賞    角川映画試写室角川映画試写室角川映画試写室角川映画試写室    

    

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★    
監督：マーク・ロマネク 

原作：カズオ・イシグロ『わたしを

離さないで』早川書房刊 

出演：キャリー・マリガン／アンド

リュー・ガーフィールド／キ

ーラ・ナイトレイ／イソベ

ル・メイクル＝スモール／エ

ラ・パーネル／チャーリー・

ロウ／シャーロット・ランプ

リング／サリー・ホーキンス

／アンドレア・ライズボロー

／ドムナル・グリーソン 
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 映画は冒頭、キャシー（キャリー・マリガン）とルース（キーラ・ナイトレイ）、そして

２人と仲良しの男性トミー（アンドリュー・ガーフィールド）の子供時代を映し出す。３

人が過ごすのは、田園地帯にひっそりと佇む寄宿学校ヘールシャムだが、その女校長シャ

ーロット・ランプリング（エミリー先生役）の訓示からして、何とも意味シン・・・。そ

もそも、この徹底した子供たちの健康管理や腕に付けられたセンサー、そして絶対に境界

を越えて外の世界に出ることを禁止されたこの学校は一体ナニ？ 

 キャシーは今２９歳になり介護士の仕事をしているが、以降彼女の口から徐々に語られ

る衝撃の事実とは・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■□□□□■■■■ストーリーのストーリーのストーリーのストーリーの軸軸軸軸はははは、、、、男男男男１１１１人人人人とととと女女女女２２２２人人人人のののの三角関係三角関係三角関係三角関係■■■■□□□□■■■■ 

 陳凱歌（チェン・カイコー）監督の『さらば、わが愛／覇王別姫』（９３年）は、張國榮

（レスリー・チャン）と張豊毅（チャン・フォンイー）、鞏俐（コン・リー）いう男２人と

女１人の三角関係がストーリーの軸を形成していた（『シネマルーム５』１０７頁参照）が、

本作は、キャシーとルースそしてトミーという女２人と男１人の三角関係がストーリーの

軸。ヘールシャム寄宿学校で過ごしていた時代にルースと仲がよかったのはキャシーで、

ルースはトミーに対して邪険な態度をとっていた。ところが、１８歳になってヘールシャ

ムを出て、他の寄宿学校出身者らとともに農場のコテージで共同生活を始めるようになる

と、ルースがトミーを積極的にゲットしたことによって、今や２人の仲はおおっぴら。同

じコテージに住むカップルであるクリッシー（アンドレア・ライズボロー）とロドニー（ド

ムナル・グリーソン）の影響を受けたこともあり、あたかもキャシーに当てつけるかのよ

うなルースの激しい喘ぎ声がコテージに響きわたることも・・・。 

((((CCCC)2010 Twentieth Century Fox)2010 Twentieth Century Fox)2010 Twentieth Century Fox)2010 Twentieth Century Fox    
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 もっとも本作はそんな３人の三角関係をとことん追及することが目的ではなく、「ヘール

シャム出身者だけは、本当に愛する者同士は『提供』を猶予されるらしい」という噂にチ

ャレンジする権利を持つのが、ルースとトミーか、それともキャシーとトミーかという話

を浮かび上がらせることが目的。しかし、どちらの２人の愛が本物かなんて、一体どうや

って判定されるの？ 

■■■■□□□□■■■■「「「「臓器移植臓器移植臓器移植臓器移植」」」」やややや「「「「クローンクローンクローンクローン」」」」のののの問題作問題作問題作問題作あれこれあれこれあれこれあれこれ■■■■□□□□■■■■ 

 阪本順治監督の『闇の子供たち』（０８年）は臓器移植問題をテーマとしてタイの国に生

きる闇の子供たちを描き（『シネマルーム２０』１５３頁参照）、大鐘稔彦の原作を映画化

した『孤高のメス』（１０年）は、２００９年７月に成立した臓器移植法をめぐる問題点を

タイムリーに描いた（『シネマルーム２４』８０頁参照）。これらの映画は最初から臓器移

植問題を社会に問う作品だとわかっていたが、さて本作は？ 

 また、本作と同じ日に観た『キッズ・オールライト』は、同性婚の家族を描いた面白い

映画だったが、今やアメリカでは精子バンクが１５０以上もあり、その市場規模は１億７

０００万ドルにもなっているらしいから、これからは精子の質が問題になるかも・・・？ 

 さらにマイケル・ベイが監督、製作した『アイランド』（０５年）（『シネマルーム８』１

３６頁参照）や『アダム─神の使い 悪魔の子─』（０４年）（『シネマルーム１２』１０８

頁参照）はクローン人間をテーマとして生命倫理を真正面から扱った問題作だったが、さ

て本作は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■□□□□■■■■キーワードはキーワードはキーワードはキーワードは「「「「提供提供提供提供」」」」とととと「「「「終了終了終了終了」」」」■■■■□□□□■■■■ 

 しかして、本作前半のキーワードは「提供」だが、一体誰が何を提供するの？また、本

((((CCCC)2010 Twentieth Century Fox)2010 Twentieth Century Fox)2010 Twentieth Century Fox)2010 Twentieth Century Fox    
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作後半のキーワードは「終了」だが、一体何が終了するの？ 

 まず「提供」とは、臓器を含むあらゆる人間の身体のパーツを提供すること。本作を観

ながらある意味ゾッと寒気が走ったのは、コテージに住む仲良し３人組がクリッシーとロ

ドニーの案内によって「ルースのオリジナルではないか？」と思われる女性に会いに行く

シークエンス。キーラ・ナイトレイとキャリー・マリガンという２人の美人女優が、両手

を目の上にかざしてウインドウ越しにルースにそっくりだという女性の姿を観察するのだ

が、さてこれが本当にルースの「オリジナル」？こんなストーリーから見えてくる結論は、

ルースもキャシーもトミーも、そして寄宿学校ヘールシャムに集まっていた子供たちは全

てコピーつまりクローン人間ということだ。なるほどなるほど。それなら、ヘールシャム

寄宿学校で子供たちが健康管理に徹底的に気をつけながら生活していたのは、将来要求さ

れる臓器等の提供に適切に対応できるようにするためだったことが納得できる。 

 しかし、原作者であるカズオ・イシグロは、一体いつどこでどんなきっかけからそんな

恐ろしい物語を発想したのだろうか？３部構成からなる本作の第３部には、「提供」によっ

て弱ってしまったルースとトミーの痛々しい姿が登場する。２９歳の介護士であるキャシ

ーにはまだ「提供」の指示が下っていないから次々とストーリーを切り開いていく体力を

キープしていたが、それだって一体いつまで・・・。 

 ルースの「終了」を見届けたトミーとキャシーは、「ヘールシャム出身の本当に愛するも

の同士は臓器提供を猶予されるらしい」という噂を本当のものとするべく、ラストに向け

てある行動をとったが・・・。 

■■■■□□□□■■■■３３３３人人人人のののの子役子役子役子役たちにたちにたちにたちに大拍手大拍手大拍手大拍手！！！！■■■■□□□□■■■■ 

 映画では主役陣の子供時代を描くについて、別の子役が起用されることがよくある。し

かし１人の俳優が子供時代と大人時代を演じた方が良いのか、それとも子役として別の俳

優を用いた方が良いのかは難しい。そこでは何よりも違和感がないことが求められるが、

本作の見事さの１つは、３人の子役が３人ともキャリー・マリガン、キーラ・ナイトレイ、

アンドリュー・ガーフィールドにそっくりなこと。とりわけ、キャシーの子供時代を演じ

たイソベル・メイクル＝スモールは顔の表情といい、演技の手法といい、アカデミー賞主

演女優賞にノミネートされたキャリー・マリガンにそっくりで、子供から大人へ変身する

シーンではその変化にほとんど気付かない程だ。したがって、寄宿舎時代での三角関係と、

コテージでの共同生活における三角関係が違和感なく連続していることが、本作の素晴ら

しさの一つになっている。 

 大きく３部構成にされている本作における、第１部のヘールシャム寄宿舎時代の問題点

を見事に表現した３人の子役たちに大きな拍手を送りたい。 

                        ２０１１（平成２３）年３月９日記 
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表紙撮影表紙撮影表紙撮影表紙撮影のののの舞台裏舞台裏舞台裏舞台裏（（（（１５１５１５１５））））    

１）『シネマルーム２３』の表紙は上海

の田子坊、『シネマ２４』は上海の豫園、

そして『シネマ２５』は日清戦争当時に

清国北洋艦隊の基地があった威海に浮

かぶ旗艦「定遠号」だった。このように

ここしばらくは中国バージョンが続い

ていたが、今回の『シネマ２６』の表紙

は一転して、日本が最も豊かで前向きの

時代だった１９７０年の大阪万博を象

徴する、万博記念公園にある「太陽の塔」

とそれをバックに塔と同じポーズをと

る私の勇姿（？）。作者の岡本太郎氏は

１９９６年１月に亡くなったが、大阪万

博から４１年後の今でも、太陽の塔の発

する爆発的エネルギーは健在だ。 

２）２０１１年３月１１日に発生した東

日本大震災は地震・津波・原発事故の「三

重苦」、風評被害を含めれば「四重苦」

の文字通り未曽有の大災害となった。そ

の被害の大きさは１９９５年１月１７

日の阪神・淡路大震災をはるかに超える

から、その復旧・復興にはあの時以上の

カネと時間がかかることは明らかだが、

さてその知恵とエネルギーの結集は？

戦後の焼け野原からの復興、阪神・淡路

大震災からの復興を考えれば、今回だっ

て！誰もがそう考え、そう期待するのは

当然だが、心配の種は政治。２００９年

の８・３０総選挙で「政権交代」を果た

した民主党の政治主導が看板倒れだっ

たこと、鳩山、菅と続いた民主党の総理

大臣が無能だったことは、今や誰の目に 

も明らかだ。本書の出版時には既に「菅

降ろし」が実現しているだろうが、問題

は東日本の復興、新生日本建設のための

挙国一致政治体制が確立しているか否

かということだが、その見通しははっき

り言って暗い。もっとも、朝日新聞「ニ

ッポン前へ委員会」が「東日本復興計画

私案」をテーマとして募集した、あすの

日本を構想する提言論文に応募した私

の「震災復興担当大臣を国民投票で！」

という大胆かつ現実的提案が優秀論文

として採用され、さらに国策としてそれ

が実施されれば、話は全く別だが・・・。 

３）表紙の写真は２０１０年１０月２４

日の秋晴れの日、私が監査役を務めてい

る株式会社オービック大阪地区運動会

の時に撮影したもの。４０年経った太陽

の塔も、６１歳の私も若々しく前向きで

エネルギーに満ち溢れている。また、裏

表紙の２枚は、距離と角度によって表情

を変える太陽の塔の「二態」。大阪万博

当時の賑わいはなくなったものの、万博

記念公園は府民の憩いの場として４１

年間根付いている。東日本大震災の復興

計画を巡ってさまざまな案が検討され

ているが、太陽の塔のようなシンボルは

不可欠。４１年間といわず、５０年、１

００年と残り、復興の歩みが永遠に語り

継がれるモニュメントを是非つくりあ

げてほしいものだ。 

 

２０１１（平成２３）年５月１１日記 

  


